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宇谷厚志・教授 評議員 日本皮膚悪性腫瘍学会 

宇谷厚志・教授 評議員 日本乾癬学会 

宇谷厚志・教授 世話人 日本褥瘡学会九州地方会 

清水和宏・准教授 油症対策委員会委員 長崎県 
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小川文秀・講師 評議員 日本褥瘡学会 

小川文秀・講師 世話人 日本褥瘡学会九州地方会 

 

競争的研究資金競争的研究資金競争的研究資金競争的研究資金獲得状況獲得状況獲得状況獲得状況 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

宇谷厚志・教授 厚生労働省 代表 難治性疾患克服研究事業 

弾性線維性仮性黄色腫の病態把握ならびに診断基準作成 

宇谷厚志・教授 厚生労働省 分担 食品の安全確保推進研究事業 

食品を介したダイオキシン類等の人体への影響の把握と

その治療法の開発等に関する研究 

宇谷厚志・教授 日本学術振興会  代表 挑戦的萌芽研究 

ケロイド細胞を用いたモデルマウスの作製 

清水和宏･准教授 日本学術振興会  代表 基盤研究（Ｃ） 

音ストレス増悪接触皮膚炎実験モデルを用いたガス状伝

達分子 NO, CO, H2S の解析 

小川文秀・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

全身性強皮症モデルマウスの皮膚硬化に対するヒストン

脱アセチル化酵素阻害剤の効果 

小川文秀・講師 厚生労働省 分担 難治性疾患克服研究事業 

弾性線維性仮性黄色腫の病態把握ならびに診断基準作成 

 

そのそのそのその他他他他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

宇谷厚志･教授 非常勤講師（皮膚科学） 千葉大学 

清水和宏・准教授 非常勤講師（皮膚科学） 県立シーボルト大学 

  非常勤講師（老年医学） 長崎医療技術専門学校 

  日本医師会生涯教育講座 長崎県医師会 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

小池雄太・助教 奈留に「油症外来」 

カネミ被害者負担軽

減へ 

長崎新聞 2012/6/21 奈留病院に「油症外来」を開設して月

1 回の診療を行い、被害者の負担軽減

が期待されることについて掲載され

た。 

竹中 基･講師 夏場に多い皮膚の病

気～水虫について～ 

KTN 週刊健康マガジ

ン 

2012/8/3 水虫の様々な形態について解説、注意

を喚起した。 

小川文秀･講師 夏場に多い皮膚の病

気～皮膚がんについ

て～ 

KTN 週刊健康マガジ

ン 

2012/8/10 紫外線によって引き起こされる皮膚がん

について解説し、早期発見を啓蒙した。 

富村沙織・助教 夏場に多い皮膚の病

気～日焼け、シミに

ついて～ 

KTN 週刊健康マガジ

ン 

2012/8/17 皮膚にダメージを与える紫外線について

解説、日焼け、シミ、しわの予防について

説明した。 

鍬塚 大・助教 夏場に多い皮膚の病

気～ニキビについて

～ 

KTN 週刊健康マガジ

ン 

2012/8/24 にきびの原因について解説し、重症化し

ないように注意を喚起した。 

冨田 元・助教 夏場に多い皮膚の病

気～アトピー性皮膚

炎について～ 

KTN 週刊健康マガジ

ン 

2012/8/31 アトピー性皮膚炎の病態や原因、悪化を

防ぐ方法について解説した。 

小川文秀･講師 椿の成分と機能性 椿シンポジウム～ツ

バキを使った美と地

域振興：試験研究の視

2012/11/4 ツバキ油の皮膚への効果について研究

結果を発表し、ツバキの有効活用につい

て意見を述べた。 
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点から～ 

 

 


